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トンボ池のトンボ相E

~南方系のトンボの侵略~

熊本県立済々銭高等学校生物部 2年山下賢斗 ほか 8名

1 目的

f'f井川|遊水地のとl物相の調企をしていく中で多数のトンボがとl二息しているのに気づ寺、興味をもっ

たのでトンボ相の調査をすることにしたc

2 調査内容

(1)調査期間 、1;成23年10月~、11'成24年10月の放課後や休Hに行った。

(2) 調査場所 2年前から調合本:行っている熊本県熊本市坪井川遊水対t，にある池臼一②(通称トン

ボ池)、 トンボが多くとと息しており見渡しが良く、採集Jや観祭がしやすい場所であるc また、ア

オビタイトンボの1二息が確認されている熊木市τ'r.rnlllにある池の調企もわーったれ

(3)調査方法 トンボ池に生息しているトンボの成虫と幼虫を同視、カメラ、ビデオ、虫網を用い

る捕獲等々中心として記録した。採集などにより自分たちで分類が可能な積そ記録した。支た、

トンボでの姐iこ標識をつけての追跡調脊や標識+1子捕法を行った。ヤゴを手品|司で捕獲し宅内で飼育

レ、羽イkしたトンボの積頼者?調べたι

(-1)文献調査 トンボの同定及び、1:.態、記録等を図鑑Jやインターネッ トなどで調べたう

3 調査結果 表 1

(1) 3年間の調査の結巣 3年間の調査をしーて トンボ池において

熊本で線認されている トンボ¥:lo種の内27積の成虫、 9積の幼牛.

を確認する三とができたo (表 1) 

種名
トソボヨー

今イl'新たに記録できた種はアジアイトトンボなど7種でいず

れも確認個体数は少なかった。日十作聞き取り調査で記録したコ

アキヒメイトトンボは確認できたが、リュウキュウベニイトト

ンボは線認できなかったので未記録としたc この中で、コブキ

ヒメイトトンボは緋.泌冶倶揮、ペニイトトンボとウチワヤンマ

は準絶滅危恨種であるc

4 考察

3午聞の調査でトンボ池には長近進11¥してきた南か系のトンボ

も含む多数のトンボが牛息していることわかった。また、熊本県

阿辺のrrfI.を謝杏しても南方系のトンボの姿はあ主り見られなかっ

た。j;た、 9局のトンボのヤゴそ確認したことで、繁殖地として

利用されていることがわかったc また、生息数の減少が心配され、

絶滅危倶種であるコプキヒメイトトンボが多数確認され、準絶滅

危倶種であるウチワヤンマが 3年連続線認された。 トン7ボ〆池が ト

ンボの牛

~聖
コフキヒメイトトンボ @ 
ペ イトトツポ @ 
アオモンイトトンボ @ 
アジアイトトンボ ム
ヲロイトトツポ 。
セスジイトトンボ ム
セノワy 卜 2ポ @ 
オオアオイトトンボ ム
ハヲロトンボ 。
7'ヨスジ廿す工 ム
ウチワヤンマ 。
型イワンウチワヤンマ 。
ヲロスジギツヤンマ ム
ギンヤンマ 。
トラフトンオ; ム
オオヤマトツポ 。
シオ白ラトツポ 。
オオシオ白ラトンボ ム
ヨツポシトツポ ム
アオピ型イトンボ @ 

コフキトンボ 。
マユfヨァアカヰ 。
リスア白ヰ 。
コシアキトツポ 。
ウスパキトツポ @ 
チョウトンボ 。
合計 26~量
記録 @:多く見られた種

0;見られた種

e.;激は2少ないが見られた種
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8~量

アオビタイトンボが 3年問の調司杏隻で碓認され今|い川M叶10)の調脊で多数牛忠、しているごとがわかつ7たとc 今.

息場所はトンボ池とす.同 111 の池で確認できたが、他の牛息地の存在も~・えられるのまた、ヤゴは発

見できなかったので繁荊地の調査も必要であるc

分布の拡がりが心配される南方系トンボのアオピタイ トンボは両方の池で確認された三準絶滅危

快種のキイトトンボやベニイト トンボの牛.息を脅かすリュウキュウベニイトトンボは半田山の池で

見られたじ準絶滅危倶稲であるウチワヤンマの止牛ド

認された巴イ トトンボ煩の牛息に大きな影響そ及ぼしているアオモンイトトンボの大繁帰も確認で

きた。今後の変化が心配である《
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